
日時

場所

2019年10月4日（金）10:00～12:30

つくば国際会議場 102

基調講演　Inga M.W. Nyhamar氏（駐日ノルウェー大使）
対談 モデレーター：藤沢 久美氏（シンクタンク・ソフィアバンク代表）

 登壇者：Inga M.W. Nyhamar氏（駐日ノルウェー大使）
TIDE Women’s Award 表彰式 ほか
オーガナイザー：五十嵐浩也氏（筑波大学）/山口 香氏（筑波大学）

つくば駅A3出口を出て、バスロータリーに沿って右に進み、
階段を上り、遊歩道を直進およそ800m。
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カピオ

令和元年度 文部科学省 科学技術人材育成費補助事業
「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」

シンポジウム/筑波大学第9回全学FD研修会

How do we realize the future, 
which ensured diversity and gender equality 
for creating innovation by young generation?

お問い合わせ

主催
共催

国立大学法人 筑波大学
ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター（ダイバーシティ担当）
〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL：029-853-8504  FAX：029-853-8505
URL：http://diversity.tsukuba.ac.jp/
E-mail：diversity@un.tsukuba.ac.jp

参加方法
参加費無料。 当日会場にお越しください。
※本シンポジウムは筑波会議と同時開催します。
　筑波会議は10月4日のみ一般参加が可能です。
　他の日程は招待者のみの参加となります。ご注意ください。
　筑波会議の詳細は下記URLからご確認ください。
https://tsukuba-conference.com

使用言語 日本語（日英同時通訳有）

託児（無料）
事前のお申込みが必要です。
以下の「お問い合わせ」にあるE-mailアドレスにご連絡ください。
締切：9月19日（木）

国立大学法人 筑波大学、 国立研究開発法人 産業技術総合研究所、 日本アイ・ビー・エム株式会社
つくば女性研究者支援協議会

TIDE：Tsukuba Advancing Initiatives for Diversity and the Environmentとは、
筑波大学、産業技術総合研究所、日本アイ･ビー･エム株式会社による
平成28年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」の
活動名「多世代に渡る女性研究者・技術者のシームレスエンカレッジモデルの実現を目指して」の略称です。

多様な属性を有する若手研究者・技術者が、自らの能力を最大限発揮して活躍できる未来を描ける環境を作ることは、大学や研究機関、企業
にとって重要な課題です。しかし、現状では、例えばジェンダーの課題に注目してみても、特に我が国においては男女共同参画すら実現されて
いる状況には程遠いです。では、多様な属性を有する若手研究者・技術者が自分の未来を描けるためには何が求められるのでしょうか。本セッ
ションでは、ダイバーシティ推進のなかでも特に「ジェンダー」という側面に焦点を当て、若手研究者・技術者を取り巻く現状とともに未来
に向けて必要な次の一歩は何かを議論し、具体的な示唆を得ることを目的とします。

若手研究者・技術者がイノベーションを創出する
未来に向けてダイバーシティ推進と男女共同参画はどうあるべきか？

What is 
the next step?


